


(2)2 年貝を用いた養殖特性の比較調査 

試験期間における生残率は，スーパーアコヤ貝が 97％

と最も高く，交雑貝と白色系貝はいずれも 84％であった。

12 月に各系統から 20 個体ずつ抽出して軟体部諸形質を

測定した。その結果，閉殻力/全湿重量は，スーパーアコ

ヤ貝が 0.126，交雑貝が 0.105，白色系貝が 0.098，で，ス

ーパーアコヤ貝が最も高く，次いで交雑貝，白色系貝の

順番であった。その他の項目についても，同様にスーパ

ーアコヤ貝が最も値を示した。閉殻筋の赤色度について

は，目視観察による評価では 3 系統の試験貝にはいずれ

も赤変症状を呈した個体はないと判断された。これらの

結果から，各試験貝の生理・栄養状態は，いずれも正常

の範囲にあると評価されたが，スーパーアコヤ貝が他の

系統に比べてやや優れていると推察された。 

(3)1 年貝を用いた養殖特性の比較調査 

試験期間におけるスーパーアコヤ貝と九鬼系統貝の生

残率は，生産者 A では 99％，98％，生産者 B では 99％， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

99％で，両試験貝とも高い生残率を示した。12 月に各系

統から 20 個体ずつ抽出して軟体部諸形質を調査した。そ

の結果，スーパーアコヤ貝と九鬼系統貝の閉殻筋重量/

全湿重量は，生産者 A では 7.0％，6.7％，生産者 B では

4.8％，4.4％で，スーパーアコヤ貝の方がやや高かった。

目視による軟体部グリコーゲン量については，両者とも

同程度か九鬼系統貝の方がやや高かった。閉殻筋の赤色

度については，目視観察による評価では 2 系統の試験貝

にはいずれも赤変症状を呈した個体はないと判断された。

これらの結果から，各試験貝の生理・栄養状態は，いず

れも正常の範囲にあり，両試験貝ともほぼ同じレベルに

あると評価された。 

以上のスーパーアコヤ貝 3 年貝～1 年貝の調査結果か

ら，スーパーアコヤ貝の生残率，生理・栄養状態および

真珠品質については，養殖現場で多く使用されている交

雑貝等と比べて同程度か優れていると評価された。 
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